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総
そう

 題
だい

 「大争闘
だいそうとう

」     

高橋
たかはし

祐
ゆう

希
き

 

 

第
だい

１３
じゅうさん

課
か

  神
かみ

の愛
あい

の勝
しょう

利
り

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

：今週
こんしゅう

のテーマ 

〇暗
あん

唱
しょう

聖
せい

句
く

 

そのとき、わたしは玉
ぎょく

座
ざ

から語
かた

りかける大
おお

きな声
こえ

を聞
き

いた。「見
み

よ、神
かみ

の幕
まく

屋
や

が人
ひと

の間
あいだ

にあって、神
かみ

が人
ひと

と共
とも

に住
す

み、人
ひと

は神
かみ

の民
たみ

となる。神
かみ

は自
みずか

ら人
ひと

と共
とも

にいて、その神
かみ

となり、彼
かれ

らの目
め

の涙
なみだ

をことごとくぬぐい取
と

っ

てくださる。もはや死
し

はなく、もはや悲
かな

しみも嘆
なげ

きも労
ろう

苦
く

もない。最初
さいしょ

のものは過
す

ぎ去
さ

ったからである。」（黙
もく

示
し

録
ろく

2 1
にじゅういち

：3
さん

、4
よん

 新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

 

悲
かな

しいことや苦
くる

しいことがあったとしても、将来
しょうらい

の希
き

望
ぼう

があれば、それを乗
の

り越
こ

えることができます。

大争闘
だいそうとう

の終
お

わりには、神様
かみさま

の愛
あい

が勝
しょう

利
り

するという大
おお

きな希
き

望
ぼう

があります。罪
つみ

の問題
もんだい

が解
かい

決
けつ

され(なくなる）、

神様
かみさま

の愛
あい

によって統
とう

治
ち

された永遠
えいえん

の世
せ

界
かい

がやってくるのです。 

 

２
に

．日曜
にちよう

日
び

：苦
く

難
なん

の時
とき

の希
き

望
ぼう

 

『その時
とき

、大天
だいてん

使
し

長
ちょう

ミカエルが立
た

つ。/彼
かれ

はお前
まえ

の民
たみ

の子
こ

らを守
しゅ

護
ご

する。/その時
とき

まで、苦
く

難
なん

が続
つづ

く/国
くに

が始
はじ

ま

って以
い

来
らい

、かつてなかったほどの苦
く

難
なん

が。/しかし、その時
とき

には救
すく

われるであろう/お前
まえ

の民
たみ

、あの書
しょ

に記
しる

された

人々
ひとびと

は。』（ダニエル1 2
じゅうに

：1
いち

） 

 

出
しゅつ

エジプト記
き

に書
か

かれている、１０
じゅう

の災
わざわ

いの話
はなし

を思
おも

い出
だ

してください。この時
とき

、

神様
かみさま

はエジプトに災
わざわ

いをもたらされましたが、イスラエルの民
たみ

は守
まも

られました。同
おな

じ

ように、黙
もく

示
し

録
ろく

１６
じゅうろく

章
しょう

に書
か

かれている最
さい

後
ご

の７
なな

つの災
わざわ

いから、神
かみ

の民
たみ

は守
まも

られる

のです。 

苦
く

難
なん

を生
い

き抜
ぬ

くためには、ただひとつの希
き

望
ぼう

であるイエス様
さま

が必要
ひつよう

です。いつも、イ

エス様
さま

に従
したが

い続
つづ

けること、イエス様
さま

との個
こ

人的
じんてき

な関係
かんけい

を持
も

っていることが、何
なに

より

も大切
たいせつ

なことです。 

 

 



３
さん

．月曜
げつよう

日
び

：間
ま

もないイエスの再臨
さいりん

への希
き

望
ぼう

 

『行
い

ってあなたがたのために場
ば

所
しょ

を用
よう

意
い

したら、戻
もど

って来
き

て、あなたがたをわたしのもと

に迎
むか

える。こうして、わたしのいる所
ところ

に、あなたがたもいることになる。』（ヨハネ 1 4
じゅうよん

：

3
さん

） 

神様
かみさま

は私
わたし

たちに再臨
さいりん

の約束
やくそく

を与
あた

えてくださっています。神様
かみさま

とわたしたちが天
てん

の

家
いえ

で一緒
いっしょ

に住
す

むために、イエス様
さま

が迎
むか

えに来
き

てくださるのです。これは、いつの時
じ

代
だい

に

おいても神様
かみさま

に忠実
ちゅうじつ

な従
したが

い続
つづ

ける人
ひと

たちを力
ちから

づけてきた希
き

望
ぼう

です。 

この再臨
さいりん

の時
とき

には、２
に

種類
しゅるい

の人
ひと

たちがいます。悪
あく

を好
この

んでいた人
ひと

たちは、自
じ

分
ぶん

たち

の罪
つみ

を自
じ

覚
かく

し、恐
おそ

ろしくなって隠
かく

れたくなります。一方
いっぽう

で、イエス様
さま

を愛
あい

し受
う

け入
い

れた人
ひと

たちは、喜
よろこ

んでその時
とき

を迎
むか

えます。わたしたちは、イエス様
さま

のご再臨
さいりん

を喜
よろこ

んで迎
むか

えたいと思
おも

います。 

 

４
よん

．火
か

曜日
ようび

：地
ち

上
じょう

の千
せん

年期
ねんき

 

『この天
てん

使
し

は、悪
あく

魔
ま

でもサタンでもある、年
とし

を経
へ

たあの蛇
へび

、つまり竜
りゅう

を取
と

り押
お

さえ、千年
せんねん

の間
あいだ

縛
しば

っておき、底
そこ

なしの淵
ふち

に投
な

げ入
い

れ、鍵
かぎ

をかけ、その上
うえ

に封印
ふういん

を施
ほどこ

して、千年
せんねん

が終
お

わるまで、もうそれ以
い

上
じょう

、諸国
しょこく

の民
たみ

を惑
まど

わ

さないようにした。その後
あと

で、竜
りゅう

はしばらくの間
あいだ

、解放
かいほう

されるはずである。』

（黙
もく

示
し

録
ろく

2 0
にじゅう

：2
に

、3
さん

） 

 

イエス様
さま

の再臨
さいりん

の後
あと

、千
せん

年
ねん

期
き

と呼
よ

ばれる期
き

間
かん

がやってきます。地
ち

上
じょう

では、サ

タンだけが残
のこ

されて、誰
だれ

もいない荒
あ

れ果
は

てた環境
かんきょう

（地
ち

球
きゅう

）で過
す

ごします。サタ

ンは1000
せ ん

年間
ねんかん

、誰
だれ

も誘惑
ゆうわく

することができず、ただ自
じ

分
ぶん

のもたらした罪
つみ

の結
けっ

果
か

を見
み

つめるのです。 

罪
つみ

の世
せ

界
かい

が二度
に ど

とやってくることがないように、神様
かみさま

は3
みっ

つの方法
ほうほう

で、罪
つみ

の

問題
もんだい

に対処
たいしょ

されます。 

1
いち

）ご自
じ

身
しん

の限
かぎ

りない愛
あい

と、情熱的
じょうねつてき

な願
ねが

い、全人類
ぜんじんるい

を救
すく

うためにずっと努
ど

力
りょく

を示
しめ

されます。 

2
に

）ご自
じ

身
しん

の正
せい

義
ぎ

と公正
こうせい

を明
あき

らかにされます。 

3
さん

）罪
つみ

と反逆
はんぎゃく

（神様
かみさま

に逆
さか

らうこと）の最終的
さいしゅうてき

な結
けっ

果
か

を全
ぜん

宇
う

宙
ちゅう

の前
まえ

に明
あき

らかにされます。 

 

５
ご

．水曜
すいよう

日
び

：千
せん

年
ねん

期
き

の裁
さば

き 

『わたしはまた、多
おお

くの座
ざ

を見
み

た。その上
うえ

には座
すわ

っている者
もの

たちがおり、彼
かれ

らには裁
さば

くことが許
ゆる

されていた。わた

しはまた、イエスの証
あか

しと神
かみ

の言
こと

葉
ば

のために、首
くび

をはねられた者
もの

たちの 魂
たましい

を見
み

た。この者
もの

たちは、あの獣
けもの

もそ

の像
ぞう

も拝
おが

まず、額
ひたい

や手
て

に獣
けもの

の刻印
こくいん

を受
う

けなかった。彼
かれ

らは生
い

き返
かえ

って、キリストと共
とも

に千年
せんねん

の間
あいだ

統
とう

治
ち

した。』

（黙
もく

示
し

録
ろく

2 0
にじゅう

：4
よん

） 



 

千
せん

年
ねん

期
き

の間
あいだ

、天
てん

にあげられた人
ひと

たちは、神様
かみさま

が罪
つみ

の問題
もんだい

をどのように対処
たいしょ

された（片付
かたづ

けた）のか、その愛
あい

と正
ただ

しさを知
し

る機
き

会
かい

を得
え

ます。もしも、愛
あい

する家
か

族
ぞく

や友人
ゆうじん

が天国
てんごく

にいなかった場
ば

合
あい

、その理
り

由
ゆう

について、神様
かみさま

か

ら納得
なっとく

できる(理
り

解
かい

して心
こころ

から受
う

け入
い

れる)答
こた

えを聞
き

きます。そして同
どう

時
じ

に、その人
ひと

を救
すく

おうと努
ど

力
りょく

された神様
かみさま

のお働
はたら

きを理
り

解
かい

します。 

千
せん

年
ねん

期
き

の終
お

わりには、邪悪
じゃあく

な人々
ひとびと

(自己
じ こ

愛
あい

を持
も

つ人々
ひとびと

)が最
さい

後
ご

の報
むく

いを受
う

けるために復活
ふっかつ

します。サタンは彼
かれ

ら(邪悪
じゃあく

な人々
ひとびと

(自己
じ こ

愛
あい

を持
も

つ人々
ひとびと

))を集
あつ

め、神様
かみさま

に最
さい

後
ご

の戦
たたか

いを挑
いど

もうとし、聖
せい

なる都
みやこ

である新
あたら

しいエル

サレムを取
と

り囲
かこ

みます。その新
しん

エルサレムは、天
てん

から地
ち

上
じょう

にやってきて、人類
じんるい

の歴
れき

史
し

に登場
とうじょう

したすべての人
ひと

た

ちが、この最
さい

後
ご

の戦
たたか

いの場
ば

に集
あつ

まります。 

 

６
ろく

．木曜
もくよう

日
び

：二
ふた

つの永遠
えいえん

 

『彼
かれ

らは地
ち

上
じょう

の広
ひろ

い場
ば

所
しょ

に攻
せ

め上
のぼ

って行
い

って、聖
せい

なる者
もの

たちの陣営
じんえい

と、

愛
あい

された都
みやこ

とを囲
かこ

んだ。すると、天
てん

から火
ひ

が下
くだ

って来
き

て、彼
かれ

らを焼
や

き尽
つ

く

した。』（黙
もく

示
し

録
ろく

2 0
にじゅう

： 9
きゅう

） 

 

大争闘
だいそうとう

の最
さい

後
ご

の戦
たたか

いにおいて、サタンとそれに加
くわ

わる悪
あく

の勢力
せいりょく

(支
し

配
はい

する力
ちから

)は完全
かんぜん

に滅
ほろ

ぼされます。彼
かれ

ら(サタンとそれに加
くわ

わる悪
あく

の勢力
せいりょく

(支
し

配
はい

する力
ちから

))には永遠
えいえん

の死
し

が知
し

らされます。罪
つみ

は焼
や

き尽
つ

くされて、この世
せ

界
かい

から完全
かんぜん

に消
け

し去
さ

られるのです。こ

れは永遠
えいえん

に変
か

わることのない結
けっ

果
か

となります。 

救
すく

われた人
ひと

たちは永遠
えいえん

の命
いのち

を受
う

けます。永遠
えいえん

に神様
かみさま

の愛
あい

のご支
し

配
はい

の中
なか

で生
い

きることができるのです。 

『大争闘
だいそうとう

は終
お

わった。もはや罪
つみ

はなく罪人
つみびと

もいない。全
ぜん

宇
う

宙
ちゅう

はきよくなった。調
ちょう

和
わ

と喜
よろこ

びのただ１
ひと

つの脈
みゃく

拍
はく

が、広大
こうだい

な大
だい

宇
う

宙
ちゅう

に脈
みゃく

打
う

つ。いっさいを創造
そうぞう

されたお方
かた

から、いのちと光
ひかり

と喜
よろこ

びとが、無
む

限
げん

に広
ひろ

がってい

る空間
くうかん

に流
なが

れ出
で

る。最
もっと

も微
び

細
さい

な原
げん

子
し

から最大
さいだい

の世
せ

界
かい

に至
いた

るまで、万物
ばんぶつ

は、生物
せいぶつ

も無
む

生物
せいぶつ

も、かげりのない美
うつく

しさと完全
かんぜん

な喜
よろこ

びをもって、神
かみ

は愛
あい

であると告
つ

げる。』（エレン・ホワイト『各
かく

時
じ

代
だい

の大争闘
だいそうとう

』第
だい

4 2
よんじゅうに

章
しょう

） 

 

７
なな

．金曜
きんよう

日
び

：さらなる研究
けんきゅう

 

〇話
はな

し合
あ

いのための質問
しつもん

 

①
まるいち

 大争闘
だいそうとう

は神様
かみさま

の愛
あい

が勝
しょう

利
り

しますが、ヨハネ 1 6
じゅうろく

： 3 3
さんじゅうさん

の「あなたがたには世
よ

で苦
く

難
なん

がある。しかし、

勇
ゆう

気
き

を出
だ

しなさい。わたしは既
すで

に世
よ

に勝
か

っている」という言
こと

葉
ば

は今日
こんにち

の私
わたし

たち

にとってどのような意
い

味
み

があるでしょうか。 

②
まるに

 イエス様
さま

の再臨
さいりん

を待
ま

っているわたしたちは、日々
ひ び

どのようなことを大切
たいせつ

に

したらよいでしょうか。 


